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 １２月は、「世界人権宣言」が採択されてから、

世界的規模で、人権月間となっており、柳沢中学

校の１２月の取組テーマも「尊重」でした。毎年、

人権について同じ話を繰り返していますが、人権

とは、何だろうかと考えるいい機会になってほし

いと思います。 

「人権」とは、誰もが生まれながらにしてもっ

ている、「人間として幸せに生きていくための権

利」です。わたしたちは、自分の個性や能力を生

かして働きたい」「健康で文化的な生活がした

い」など、幸せに暮らすためにさまざまな願いを

もっています。そして、その願いがかなうように

日々努力をしています。 

 人にはそれぞれ「違い＝個性」があります。 

見た目や価値観など、人が違いをもっていること

は当たり前のことです。しかし、わたしたちは

「自分とは違う他人」にとまどったり、避けてし

まったりすることがあるかもしれません。また、

多様な「個性」に対する勝手な思い込みや固定観

念から、差別や偏見が生まれてしまうことがある

かもしれません。 

  

 

 

 

 みなさんは、他者に対して、勝手な思い込みや差

別することがありますか？どうでしょうか。わた

したちの考え方や生き方に優劣はありません。 

 人権を尊重するということは、自分とは違う他

人を受け入れ、その他人が幸せに生きていくため

の権利を大切に扱うということです。このことを

１人１人が考え、行動することで、「人権尊重の社

会の実現」につながります。 

 実は、わたしたちの身の回りでも人権問題はた

くさん起きています。わたしたちは、無意識のう

ちに他者の人権を侵しているかもしれません。 

 １人１人を大切にするということは、その人の

立場や考え方を知り、理解しようと努力すること

でもあります。歩み寄るという発想を大事にでき

たらいいですね。 

 人権問題を難しく考えずに、まずは、あなたの

周りにいる人を大切にすることから始めてみまし

ょう。 
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保谷二小さんからパンジーの苗を
いただきました 
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

集計結果から考えること    

数値で見ると多い人数に捉えられますが、同じ人

が複数の設問に重複して回答しているので、全校生

徒の４分の１くらいの人たちになります。改めてチ

ェックシートを確認して、人権感覚の軌道修正をし

てほしいと感じます。 

しかしながら、その人たちは全問不正解というわ

けではなく、少しずつ人権感覚がずれているような

ので、今後の成長に期待していきたいです。 

全体的には、「人に命令する、八つ当たりをす

る、ばかにする言動はいけないことだ」と認識して

いるようで、よかったです。 

欠席した人に対して「どうしたのかな」と気にか

けない人が８％ということは、中学生の現状といえ

るのかもしれません。 

「相手によって態度を変える」「嫌だと思う人と

は同じ班でも話さず、無視する」と考えている人が

２０人以上いることは、残念です。苦手な人に積極

的に話すこと、無理をしなくてもいいですが、同じ

班で無視をすることは、どうでしょうか。 

また、人を傷つける言葉を遣っている人たちも２

０人以上います。「あおり合い」という悪い言葉合

戦をしている人もいるそうで、なくしたいです。 

設問の最後に自分ができることを書いてもらいま

した。多くの人たちが、自分からあいさつをする、

自分が言われて嫌なことは人には言わないと書いて

いて、感心しました。そのほかに書かれていたこと

を紹介します。 

・相手の状況を考える。・言葉遣いに気をつける。 

・声をかけるようにする。・ほかの人とも向き合

い、平等に接するようにする。・舌打ちをしない 

・相手に失礼なことはしない。・相手を否定しな

い。（非常識なことは除く）・嫌なことをしたら、

謝る。・人に優しくする。・悪口を言わないように

する。・人の意見をきく。・いろいろなボランティ

アに参加する。・人のことを気にかける。・周りを

よくみるようにする。・人が傷つくような言葉を言

わない。・自分と違う性格の人にも話しかける。 

 

がん教育 
          副校長  小西 貴也 
どんなに歳をとっても自分の健康とは一生付き合

っていくことになります。「健康カードの記入」も自分

の健康と向き合うために必要な取組の一つです。 

１２月１９日に実施した「がん教育」の目的は、が

んに対しての正しい理解と、得た知識を家族に伝え、

がんの早期発見・早期治療に繋げることです。 

講師には、職場体験でもお世話になった佐々総合病

院の名誉院長でもある鈴木隆文先生をお招きし、スラ

イドや手術の映像なども見ながらがんについて学び

ました。 

事前のアンケートで「治らない病気」「こわい」など

漠然としたイメージに捉えていた生徒たちも、講演後

は、「早期発見で９割が治るので、家族に伝えたい」「最

新の医療技術に安心した」などの感想に変容していま

した。 

鈴木名誉院長のお話の中で、中学２年生ががんに対

しての正しい知識を得ることも大事であるが、今日習

ったことを家族に伝えほしいという言葉が印象的で

した。がんに対しての正しい知識を得ることと早期発

見に繋げることができれば２人に１人がなる病気と

言われているが、決して治らない病気ではないという

ことを社会全体に広めていく役割を担ったように感

じました。 

鈴木先生をはじめ、佐々総合病院のみなさま、お忙

しい中ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設　問 １年生 ２年生 ３年生 全校

1 先生や友達に進んであいさつをしない。 2 0 3 5

2 遅刻や欠席した人のことを気にかけない。 10 6 6 22

3 遅刻や欠席が多い人を「休みすぎだ」「さぼっている」と責める。 4 1 0 5

4 欠席している人の配布物を机の中に入れたり、保管しない。 2 5 1 8

5 グループで行う作業に入りにくそうにしている人に「一緒にやろう」と声をかけない。 5 5 3 13

6 質問に答えられない人や間違えた人を笑ったり「そんなこともできないのか」と言う。 2 0 1 3

7 黒板や掲示物に落書きし、面倒だから、予定黒板には読みにくくても雑な字で書く。 6 1 1 8

8 相手によって、態度を変える。 12 8 6 26

9 授業にあきてしまったときは、周りの人に話しかける。 11 2 2 15

10 人を傷つける言葉や嫌な気持ちにさせる言葉を使う。「死ね」「くさい」「うざい」「ばか」など。 9 10 2 21

11 教室移動などの時、他の人に荷物を持たせたり、「物をとってきて」と命令する。 0 0 0 0

12 深く考えないで、人の悪口を言う。 7 2 3 12

13 人が気にしていることや秘密にしていることは人には言う。 2 3 2 7

14 メールやLINEを送るときは、時間帯や相手の状況を考えない。 10 7 3 20

15 メールやLINEで、人の悪口などを言い合うと、盛り上がって楽しい。 1 2 0 3

16 嫌だと思う人とは、同じ班でも話をしない。嫌だから無視をする。 10 3 3 16

17 人の失敗を笑う。からかったり、いじったりする。 9 2 4 15

18 いらいらするので、特定の人に八つ当たりをする。相手も笑っているからいいと思う。 1 1 0 2

（人）

令和７年度　人権感覚チエックシート集計結果


